
 

長野県高等学校将来像検討委員会の設置について 

 

高校教育課 

 

１ 設置目的 

今後さらに続く少子化や社会の変化を踏まえ、望ましい高等学校教育のあり方につい

て検討する。 

 

２ 現況 

(1) 少子化 

少子化がさらに進行し、中学校卒業者予定者数は、平成 26年の 21,313 人に対して

平成 40 年は 16,615 人になる見込みであり、4,698 人（22.0％）の大幅な減少 

(2) 社会の変化 

社会の価値観の多様化に伴う高校教育へのニーズの多様化及びグローバル化、高度

情報化等の社会情勢の大きな変化に伴う既存の枠組みを越えた産業構造の変化 

 

３ 検討内容（予定） 

(1) 「第１期長野県高等学校再編計画」後の高校教育の現状分析 

(2) 高校の将来像の基本理念・方針 

(3) 基本理念に基づいた提言 

 

４ 委員の構成（予定） 

(1) 学識経験者 ２名（大学関係者） 

(2) 地域関係  ２名（長野県市長会、長野県町村長会） 

(3) 産業関係  ２名（経済団体、企業経営者） 

(4) 教育関係  ５名 (中学校、高校、特別支援学校、私立中・高校、市町村教育委員会) 

(5) 公募    ３名（保護者関係等） 

計14名 

 

５ 検討のスケジュール 

(1) 平成 26 年度秋～平成 27 年度にかけて開催予定 

(2) 専門高校（職業教育を主とする専門学科を設置する高校）に関する事項については、

「長野県産業教育審議会」（平成 26 年６月～平成 27 年５月）の審議を先行し、その

答申を本委員会に反映 
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